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【手続補正書】
【提出日】令和3年9月14日(2021.9.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００３】
　血管新生は腫瘍の成長に重要である（Cao et al. (2011）Sci. Transl. Med., 3:114rv
3)。しかし、正常組織の血管新生の厳密に制御された過程とは異なり、腫瘍の血管新生は
、網膜や肺などの組織の虚血によって引き起こされるものとよく似た、血管の過度の無秩
序な成長によって特徴づけられる（Carmeliet, P.（2003）Nat. Med., 9：653-660）。血
管新生の分野における創発的な概念は、病理学的腫瘍血管系を正常化することにより、化
学療法および放射線療法の有効性が高まるというものである。したがって、腫瘍の病原性
血管新生を利用する薬剤の新しい相乗的な組み合わせが求められている。
　この出願の発明に関連する先行技術文献情報としては、以下のものがある（国際出願日
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以降国際段階で引用された文献及び他国に国内移行した際に引用された文献を含む）。
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